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	応用
	抗原情報
	背景
	アルギナーゼは、アルギニンをオルニチンと尿素に加水分解する反応を触媒します。哺乳類アルギナーゼには少なくとも2つのアイソフォーム（I型とII型）が存在し、組織分布、細胞内局在、免疫学的交差反応性、および生理学的機能が異なります。この遺伝子によってコードされるI型アイソフォームは細胞質酵素であり、尿素回路の構成要素として主に肝臓で発現します。尿素回路の主要成分であるL-アルギニンは尿素とL-オルニチンに変換され、さらにプロリンとポリアミドへと代謝されます。これらの代謝物はそれぞれコラーゲン合成を促進し、細胞増殖に不可欠な生体エネルギー経路を促進します。尿素回路は主に肝臓で行われ、腎臓でも一部行われます。
	研究分野
	-
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	マウス肝臓溶解液中の ARG1 発現のウェスタンブロット分析。

